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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年9月22日(2011.9.22)

【公開番号】特開2010-48917(P2010-48917A)
【公開日】平成22年3月4日(2010.3.4)
【年通号数】公開・登録公報2010-009
【出願番号】特願2008-211484(P2008-211484)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/133    (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ   5/00    　　　Ｘ
   Ｇ０３Ｂ  21/00    　　　Ｄ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５１０Ｂ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５５０Ｃ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５３０Ｈ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｃ
   Ｈ０４Ｎ   5/74    　　　Ｄ
   Ｇ０２Ｆ   1/133   ５８０　
   Ｇ０２Ｆ   1/13    ５０５　

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月9日(2011.8.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】プロジェクタ、及びプロジェクタの制御方法
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロジェクタであって、
　画像を投写して、投写面に当該画像を表示する画像投写部と、
　前記投写面に対する前記プロジェクタの傾斜を検出する傾斜検出部と、
　前記傾斜検出部で検出された前記傾斜が所定の範囲内である場合に、前記傾斜に基づい
て台形歪補正を行う台形歪補正部と、
　前記傾斜検出部で検出された前記傾斜が前記所定の範囲外である場合に、前記傾斜を前
記所定の範囲内に収めるための案内を行う案内部と、
を備えたことを特徴とするプロジェクタ。
【請求項２】



(2) JP 2010-48917 A5 2011.9.22

　請求項１に記載のプロジェクタであって、
　前記案内部は、前記プロジェクタの動かすべき方向を案内することを特徴とするプロジ
ェクタ。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のプロジェクタであって、
　前記案内部は、前記案内を行うための案内画像を、前記画像投写部から投写させること
を特徴とするプロジェクタ。
【請求項４】
　請求項３に記載のプロジェクタであって、
　前記台形歪補正部は、前記傾斜検出部で検出された前記傾斜が前記所定の範囲外である
場合には、前記所定の範囲内の傾斜のうち前記傾斜検出部で検出された前記傾斜に最寄り
の傾斜に基づいて前記台形歪補正を行うことを特徴とするプロジェクタ。
【請求項５】
　請求項４に記載のプロジェクタであって、
　前記案内画像には、台形歪が解消した場合に水平又は鉛直となる直線が含まれているこ
とを特徴とするプロジェクタ。
【請求項６】
　請求項５に記載のプロジェクタであって、
　前記案内画像には、前記案内を表すメッセージが含まれており、前記メッセージは、前
記直線で構成された枠で囲まれていることを特徴とするプロジェクタ。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載のプロジェクタであって、
　前記傾斜検出部は、前記画像投写部が投写する画像を撮像可能な撮像部を備え、当該撮
像部の撮像結果に基づいて前記傾斜を検出することを特徴とするプロジェクタ。
【請求項８】
　画像を投写して、投写面に当該画像を表示するプロジェクタの制御方法であって、
　前記プロジェクタが、前記投写面に対する当該プロジェクタの傾斜を検出し、
　検出された前記傾斜が所定の範囲内である場合に、前記プロジェクタが前記傾斜に基づ
いて台形歪補正を行い、
　検出された前記傾斜が前記所定の範囲外である場合に、前記プロジェクタが前記傾斜を
前記所定の範囲内に収めるための案内を行う、
ことを特徴と摺るプロジェクタの制御方法。
【請求項９】
　請求項８に記載のプロジェクタの制御方法であって、
　前記プロジェクタの動かすべき方向を案内することを特徴とするプロジェクタの制御方
法。
【請求項１０】
　請求項８又は９に記載のプロジェクタであって、
　前記案内を行うための案内画像を投写することを特徴とするプロジェクタの制御方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のプロジェクタの制御方法であって、
　検出された前記傾斜が前記所定の範囲外である場合には、前記所定の範囲内の傾斜のう
ち、検出された前記傾斜に最寄りの傾斜に基づいて前記台形歪補正を行うことを特徴とす
るプロジェクタの制御方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のプロジェクタの制御方法であって、
　前記案内画像には、台形歪が解消した場合に水平又は鉛直となる直線が含まれているこ
とを特徴とするプロジェクタの制御方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のプロジェクタの制御方法であって、



(3) JP 2010-48917 A5 2011.9.22

　前記案内画像には、前記案内を表すメッセージが含まれており、前記メッセージは、前
記直線で構成された枠で囲まれていることを特徴とするプロジェクタの制御方法。
【請求項１４】
　請求項８～１３のいずれか１項に記載のプロジェクタの制御方法であって、
　前記プロジェクタは、投写する画像を撮像可能な撮像部を備え、
　当該撮像部の撮像結果に基づいて前記傾斜を検出することを特徴とするプロジェクタの
制御方法。
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